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新しい議員と議会構成が決まりました
　1月27日執行の中央市議会議員選挙において、以下18名の議員が当選し、
2月20日の任期開始から第5期中央市議会がスタートしました。
　また、改選後初めての議会（第1回臨時会）が2月21日に行われ、正副議長
や各委員会の委員、各一部事務組合議会議員などの議会構成を決定しました。

※掲載は議席番号順です。

中沢　美恵
東花輪1975番地2

新海　一芳
山之神2389番地16

薬袋　　正
浅利3056番地

福田　清美
大鳥居3018番地

井口　　貢
井之口603番地

田中　一臣
上三條522番地

名執　義髙
山之神4番地91

小池　満男
布施1988番地

伊藤　公夫
中楯1325番地

田中　輝美
上三條90番地26

木下　友貴
井之口597番地
ジュネスキングジン205

小池　章治
臼井阿原683番地

斉藤　雅浩
西花輪261番地7

田中　　清
東花輪434番地3

金丸　俊明
極楽寺1289番地1

山本　六男
西花輪3748番地2

笹本　　昇
布施1817番地2

江間　政雄
木原800番地

1番 2番 3番

7番 8番 9番

10番 11番 12番

16番 17番 18番

13番 14番 15番

4番 5番 6番
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※◎委員長　○副委員長

成構会議と員議いし新

議 長 福田　清美 副 議 長 金丸　俊明

監 査 委 員 伊藤　公夫

委 員 会 構 成

総務教育常任委員会

◎井口　　貢
○山本　六男
　田中　輝美
　小池　満男
　伊藤　公夫
　田中　一臣

厚生常任委員会

◎田中　　清
○笹本　　昇
　中沢　美恵
　新海　一芳
　名執　義髙
　福田　清美

議会運営委員会

◎斉藤　雅浩
○田中　　清
　江間　政雄
　小池　章治
　名執　義髙
　伊藤　公夫

議会広報編集委員会

◎木下　友貴
○笹本　　昇
　薬袋　　正
　山本　六男
　田中　　清
　小池　満男

産業土木常任委員会

◎小池　章治
○薬袋　　正
　江間　政雄
　斉藤　雅浩
　金丸　俊明
　木下　友貴

一 部 事 務 組 合 議 会 議 員

甲府地区広域行政事務組合議会

田中　　清　　金丸　俊明
小池　章治　　小池　満男

中巨摩地区広域事務組合議会

田中　輝美　　名執　義髙
田中　一臣

東八代広域行政事務組合議会

薬袋　　正　　江間　政雄

三郡衛生組合議会

笹本　　昇　　木下　友貴
井口　　貢

一部事務組合ってなに？
解　説解　説

　市や町・村などの自治体が、ごみ処理や
消防、救急など自治体の事務の一部を共同
で処理するために設ける組合のこと。
　各組合の規約により、上記の組合議会議
員は構成する市町村議会によって、議員の
中から選挙され決定します。山梨県後期高齢者医療広域連合議会

田中　　清
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とこたっま決で会例定月3

前年度比0.7%の増

総額148億5,789万円
平成31年度一般会計

おもな事業

　平成31年3月定例会は、3月1日から25日までの25日間の会期で開かれました。条例制
定および改正6件、平成30年度補正予算6件、平成31年度予算10件、その他9件、人事
案件3件のほか、請願3件を審議しました。
　また、議員提出議案として2件の特別委員会の設置と意見書1件が可決されました。

桃と桜のサイクリング

①賑わいと交流の生まれるまちづくり

観光振興事業 487万円

土地改良施設等基盤整備事業 2億2,944万円

若者世帯定住奨励金 1,500万円
移住定住促進と人口減少対策として、市内に住宅を取得する
一定条件下の若者世帯に奨励金を交付します。

企業立地促進奨励事業・産業立地助成事業 1億2,367万円
市内に新たに工場等を設置した企業へ、投資経費の一部を
助成することで、雇用拡大や地域産業振興を図ります。

②安心で健やかに暮らせるまちづくり
予防接種事業 8,100万円
風疹の発生状況を踏まえ、感染拡大防止に速やかに対応するための追加対策を含む、各予防接種を
おこないます。

中央市・昭和町障がい者相談支援センター事務所建築工事 3,000万円
庁舎統合に伴い、相談支援業務のワンストップ化を図るため、田富庁舎敷地内へ事務所を移します。

③誇りと愛着の持てるまちづくり
豊富小学校施設整備事業 8億2,551万円

給食センター施設整備事業 3億1,977万円



【反対】一般会計予算及び上下水道に関する各特別会計予算について、消費税増税に伴う使用料等の値
上げが含まれる。内閣府の景気判断が「下方への局面変化」に引き下げられ、増税前から景気悪化の可能
性が見られる。値上げがなければ増税分は市財政の負担となることも理解するが、市民生活の厳しさを考え
れば賛成できない。

平成31年度各特別会計予算
会計名

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
地域包括支援センター特別会計
簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
田富よし原処理センター事業特別会計

予算額
31億3,726万円
2億7,872万円
20億5,643万円

1,636万円
1億9,007万円
12億4,794万円
2億9,462万円
9,279万円

増減率
▲0.8%
6.3%
1.9%
3.7%
1.1%
28.3%

▲29.4%
▲2.2%

平成31年度上水道事業会計予算

収益的収入
収益的支出

2億9,027万円
2億7,523万円

予算額
0.5%
1.6%

前年比
資本的収入
資本的支出

1億8,000万円
3億7,839万円

予算額
皆増

212.2%

前年比
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とまチュウバス

防災諸費 3,731万円
国、県が公表した浸水想定区域図を基に、ハザードマップ
の内容を更新し、様 な々災害に対応する「防災マニュアル」
を作成します。

都市公園建設事業 8億5,203万円

地域公共交通活性化事業 669万円
市内の交通弱者の生活交通手段を確保するため、コミュニ
ティバスの運行等をおこなっています。本年度からは要望の
多い、土曜日運行も実施します。

④安全で快適な住みやすいまちづくり

田富玉穂大津線道路整備事業 1億1,448万円

⑤市民参加による協働のまちづくり
市庁舎整備事業 5,198万円

行政事務電算化管理及び推進事業 2億5,589万円



平成30年度一般会計補正予算
9,205万円を減額

総額162億3,510万円に
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平成30年度特別会計補正予算

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計

31億5,196万円
2億6,266万円
20億9,334万円
13億6,488万円
5億1,870万円

▲1,042万円
44万円
457万円

▲4,538万円
1億円

会計名 補正額 総　額

総務費 市庁舎整備事業 ▲5,500万円

民生費 私立保育所等施設整備補助金 ▲1億8,186万円

衛生費 予防接種委託料 ▲437万円

農林水産業費 大鳥居地区圃場整備事業
宇坪川改修工事追加補助金分対応工事請負費

▲1,340万円
4,290万円

商工費 プレミアム付商品券事業 206万円

諸支出金 リニア沿線公共施設等移転整備基金費 3億3,616万円

その他
●農村公園の指定管理者の決定
◆
◆
◆

：
：
：

所 在 地
指定管理団体
指 定 期 間

中央市大鳥居1619番地1
一般社団法人　ウーマンズ・スポーツプロモーション・サポート
平成31年5月1日～平成35年3月31日

●総合防災公園用地としての不動産取得
◆
◆
◆

：
：
：

所　在　地
地 　 　 積
取 得 価 格

中央市臼井阿原字上河原　他
27,475.48平方メートル
3億3,096万6,660円

おもな補正内容おもな補正内容

※改元後の日付に平成が使用されて
いる箇所は、新元号「令和」において
相当する年に読み替えてください。
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●副市長の選任
平成31年3月31日の任期満了により、新たに副市長が選任されました。
　望月　　智 氏

●教育委員会委員の任命
平成31年5月16日の任期満了により、新たに教育委員1名が任命されました。
　河西　忠衛 氏

●農業委員会委員の任命
任期満了により、新たに14名の農業委員会委員が任命されました。
秋山　　雅 氏　　乙黒　洋一 氏　　小池　春美 氏　　甲田　勝保 氏
塩島　健至 氏　　田中　正紀 氏　　田中　久忠 氏　　塚田　好昭 氏
土屋美津江 氏　　内藤　　巧 氏　　中澤　　等 氏　　保坂　元信 氏
松村　正広 氏　　薬袋　好夫 氏

人事案件人事案件

条例制定条例制定

平成32年度から固定資産税の前納報償金制度が廃止になります。

【改正内容】
　平成32年度分より、前納した固定資産税に対して交付される報償金の制度が廃止されます。

●税条例の改正（施行期日：平成32年4月1日）

平成31年度より国民健康保険税が上がります。

●国民健康保険税条例の改正（施行期日：平成31年4月1日）

【改正内容】
◆1世帯当たり・1人当たりの各税額、前年の世帯所得に対する税率がそれぞれ上がります。
・例えば、4人家族（子ども2人）で世帯所得が300万円の場合の年間保険税は…
　（現在）48万100円　⇒　（改正後）55万900円
　年間で7万800円の負担増となります。
※上記はあくまで一例であり、保険税額は家族構成や各年齢構成、世帯所得等によって異な
　ります。

【反対】年金引下げ等、国保の被保険者の生活が厳しさを増す中での値上げには賛成できない。国
保の構造的な問題を解決するのは国の責任であり国庫負担を増やす以外に方法はない。しかしな
がら、地方自治体も住民福祉増進のため市民負担軽減に努める必要があり、市民負担軽減を最優
先とした国保運営を行うことを強く求め反対する。



8

とこたっま決で会例定月3

請願審査・意見書の提出請願審査・意見書の提出

◆請願者　　山梨県行政書士会　会長　岡　　　伸
◆紹介議員　金丸　俊明

●中央市各機関における非行政書士行為排除の徹底を求める請願

◆審議結果　採択
※採択された請願は、市当局へ送付し、その処理経過と結果の報告を請求しました。

◆請願要旨
行政書士法及び行政書士制度の趣旨を理解し、不当な書類作成・提出行為がなされないよう、
不法行為排除の徹底と法の趣旨に沿った窓口指導の実施について、下記のとおり関係機関に
指導するよう請願する。
　1.市各機関の窓口において、申請者・届出人等の本人確認を徹底すること。
　2.市各機関の窓口において、申請・届出等を代理又は代行する者が行う場合は、その者が法
　　定の代理人であるか否かの確認を徹底すること。

●身体障害者手帳の様式の変更を求める意見書提出に関する請願
◆請願者　　小池　裕敏
◆紹介議員　木下　友貴

◆審議結果　採択

◆請願要旨
県が発行する現行の身体障害者手帳は、写真及び山梨県印のある面を提示すると同時に障害
名が記載されている面も提示することになり、プライバシーの面で問題がある。また、住所変更
の欄が写真の裏面にあるため、住所変更すると本人確認の度に裏面も提示しなければならず
利便性が損なわれる。これらの問題を解決した様式に変更するよう意見書の提出を求める。

●中央市議会会議規則の改正に関する請願
◆請願者　　小池　裕敏
◆紹介議員　木下　友貴

◆審議結果　採択

◆請願要旨
会議規則第139条では、請願者は押印をしなければならない旨が定められているが、印鑑を所
持しない人は、請願ができないことになってしまう。これは憲法で保障された請願権を狭めてお
り、請願者は署名又は記名押印をすれば請願書の要件を満たせるよう会議規則を改正するこ
とを請願するもの。

3月25日可決　議会から県へ提出●身体障害者手帳の様式の変更を求める意見書
◆提出議員　田中　　清
◆賛成議員　笹本　　昇　名執　義髙
◆提出先　　山梨県知事



平成31年第1回定例会審議結果 ○賛成 ×反対（福田清美議長を除く）

平成31年第1回臨時会審議結果 ○賛成 ×反対（福田清美議長を除く）
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人事

請願

議員提出議案

条例
案件

平成
30
年度
補正
予算

平成
31
年度
当初
予算

意見書

その他

・リニア沿線公共施設等移転整備基金条例制定の件
・いじめ問題対策連絡協議会等設置条例制定の件
・税条例中改正の件
・放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例中改正の件
・職員の勤務時間、休暇等に関する条例中改正の件
・国民健康保険税条例中改正の件
・一般会計補正予算（第6号）
・国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
・後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）
・介護保険特別会計補正予算（第3号）
・下水道事業特別会計補正予算（第3号）
・農業集落排水事業特別会計補正予算（第2号）
・一般会計予算

・後期高齢者医療特別会計予算

・地域包括支援センター特別会計予算

・国民健康保険特別会計予算

・介護保険特別会計予算

・簡易水道事業特別会計予算
・下水道事業特別会計予算
・農業集落排水事業特別会計予算
・田富よし原処理センター事業特別会計予算
・上水道事業会計予算
・指定管理者の指定の件
・甲府地区広域行政事務組合の共同処理する事務の変更及び甲府地
　区広域行政事務組合規約の変更の件
・甲府地区広域行政事務組合の共同処理する事務の変更に伴う財産
　処分の件
・市道路線廃止の件
・市道路線変更の件
・契約締結の件
・変更契約締結の件

・不動産取得の件

・教育委員会委員の任命について同意を求める件

・変更契約締結の件

・副市長の選任について同意を求める件

・農業委員会委員の任命について同意を求める件
・庁舎統合に伴う施設の在り方検討特別委員会設置の件
・リニア中央新幹線対策特別委員会設置の件
・中央市各機関における非行政書士行為排除の徹底を求める請願
・身体障害者手帳の様式の変更を求める意見書提出に関する請願
・中央市議会会議規則の改正に関する請願
・身体障害者手帳の様式の変更を求める意見書

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○×○○○○○○○○○○○○○○

○○×○○○○○○○○○○○○○○

○○×○○○○○○○○○○○○○○

可
決

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 可
決

○○○○○○○○○○○○○○○○○

可
決

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 可
決

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 可
決

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 可
決

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 採
択

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 同
意

人事 ・監査委員の選任について同意を求める件 ○○○○○○○○○○○○○○○○○ 同
意
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市

の
長

政
施

針
方

新元号とともに中央市の
新たな出発点になる年です

　

増
設
庁
舎
は
5
月
の
連
休

に
引
っ
越
し
を
行
い
、
ま
ず

は
1
階
に
環
境
課
を
除
く
市

民
部
門
と
福
祉
部
門
、
2
階

に
総
務
部
門
が
入
り
ま
す
。

そ
の
後
、
現
田
富
庁
舎
の
大

規
模
改
修
を
始
め
ま
す
。

　

課
題
を
解
決
し
、
建
設
予

定
地
を
早
期
に
決
定
し
て
、

新
た
な
一
部
事
務
組
合
を
設

立
し
、
事
業
の
進
展
が
図
ら

れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

　

田
富
北
小
学
校
、
ふ
る
さ

と
公
園
の
移
転
、
市
営
小
井

川
駅
前
駐
輪
場
な
ど
の
事
業

を
進
め
、
県
・
近
隣
自
治
体

と
連
携
し
、
効
果
を
最
大
限

に
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
、

市
の
魅
力
を
高
め
ら
れ
る
施

策
の
展
開
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

建
設
工
事
は
順
調
に
進
み
、

夏
休
み
明
け
か
ら
給
食
の
提

供
を
開
始
し
ま
す
。
新
年
度

予
算
に
は
、
各
校
に
給
食
配

膳
室
等
の
改
修
工
事
を
実
施

す
る
た
め
の
費
用
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　

仮
校
舎
へ
の
引
越
し
を
5

月
に
行
い
、
現
校
舎
の
解
体

工
事
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

平
成
31
年
度
中
に
は
新
校
舎

の
建
設
工
事
に
入
り
ま
す
。

　

市
役
所
北
側
交
差
点
に
、

右
折
レ
ー
ン
を
設
置
す
る
道

路
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む

山
梨
中
央
銀
行
の
知
恵
と
力

を
お
借
り
し
、
地
域
経
済
活

性
化
に
関
す
る
項
目
で
相
互

協
力
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

3

新たな出発を待つ増設庁舎

右折レーン設置予定交差点

豊
富
小
学
校
の

建
て
替
え

市
道
4
1
0
8
号
線
交
差

点
改
良・舗
装
補
修
工
事

山
梨
中
央
銀
行
と
の

連
携
協
定
締
結

各
施
策
の
行
政
報
告

市
庁
舎
整
備
に
伴
う

市
役
所
機
能
の
移
転

ご
み
処
理
広
域
化

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
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イベントでの高齢者の送迎

常永川のようす

県や事業者と連携し
充実を図る

高齢者の足の確保は

金丸　俊明 議員

金
丸
議
員　

①
地
域
で
送
迎

を
考
え
る
必
要
性
は
。

②
本
市
の
交
通
サ
ー
ビ
ス
の

取
り
組
み
状
況
は
。

③
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
な

ど
、
新
た
な
取
り
組
み
は
。

リ
ニ
ア
交
通
政
策
課
長
・
高

齢
介
護
課
長　

①
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
、
交
通

弱
者
の
足
を
確
保
し
て
い
る
。

今
後
、
県
や
事
業
者
と
連
携

を
強
め
、
交
通
政
策
の
充
実

を
図
る
。

②
社
協
に
委
託
し
、
病
院
や

ス
ー
パ
ー
等
に
送
迎
す
る

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
移
動
・
お

出
か
け
サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施

し
て
い
る
。

③
4
月
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
は
、
土
曜
日
（
2
往

復
）
運
行
を
始
め
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
木
下
友
貴
議
員

▼
名
執
義
髙
議
員

小
池
議
員　

①
常
永
川
な
ど

主
要
河
川
の
浚
渫
は
。

②
土
砂
災
害
や
浸
水
被
害
の

恐
れ
が
あ
る
地
域
へ
の
対
策

は
。

③
液
状
化
対
策
は
。

建
設
課
長　

①
主
要
河
川
の

浚
渫
・
危
険
個
所
・
未
改
修

個
所
工
事
等
は
、
毎
年
要
望

個
所
を
ま
と
め
、
年
度
初
め

に
県
事
業
実
施
に
係
る
意
見

交
換
会
を
通
じ
県
に
要
望
し
、

そ
の
中
で
一
級
河
川
常
永
川

の
浚
渫
・
河
川
環
境
の
整
備

に
つ
い
て
も
、
早
期
に
対
応

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

②
新
た
に
、
戊
申
橋
・
成
島

橋
・
今
川
橋
に
河
川
水
位
計

が
設
置
し
、
市
内
10
カ
所
に

お
い
て
河
川
観
測
が
可
能
と

な
り
、
河
川
氾
檻
予
防
に
対

し
て
大
い
に
期
待
で
き
る
。

③
釜
無
川
・
笛
吹
川
沿
い
の

地
区
は
、
地
震
に
よ
る
液
状

化
の
危
険
性
が
予
測
さ
れ
る
。

専
門
家
に
相
談
し
て
、
地
層
、

地
下
水
な
ど
を
調
査
し
、
建

物
の
耐
震
性
能
や
地
盤
改
良

を
行
い
被
害
の
軽
減
を
図
る
。

小
池
議
員　

①
市
全
体
を
見

据
え
た
、
公
平
で
公
正
な
ま

ち
づ
く
り
は
。

②
通
学
路
の
L
E
D
化
は
。

③
身
延
線
駅
へ
の
通
勤
・
通

学
路
周
辺
の
L
E
D
化
は
。

総
務
課
長　

①
防
犯
灯
の
設

置
は
市
の
要
綱
に
基
づ
き
、

す
べ
て
の
自
治
会
に
対
し
公

平
に
対
応
し
て
い
る
。

②
通
学
路
の
防
犯
灯
は
市
が

設
置
し
て
い
る
。
整
備
率
は

1
0
0
%
。

③
防
犯
上
の
観
点
か
ら
、
関

係
自
治
会
と
費
用
負
担
等
の

協
議
を
進
め
た
い
。

充
実
に
努
め
る

防
災
・
防
犯
対
策
は

議
員

小
池　

満
男
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常永川のプラスチックゴミ

分別収集に努める

マイクロプラスチック対策は

名執　義髙 議員

議
員

田
中　
　

清

多
角
的
な
視
点
を
生
か
す

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は

名
執
議
員　

①
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
の
回
収
・
処
理
は
。

②
生
態
系
に
及
ぼ
す
悪
影
響

に
つ
い
て
の
啓
発
は
。

③
川
ご
み
対
策
の
現
状
は
。

④
ポ
イ
捨
て
、
不
法
投
棄
を

取
り
締
ま
る
条
例
は
。

⑤
市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
の

マ
イ
ボ
ト
ル
や
リ
ユ
ー
ス
食

器
推
進
に
つ
い
て
。

環
境
課
長　

①
主
に
、
24
時

間
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
各
自
治
会
の
収
集
で
回

収
。

②
広
報
等
で
問
題
点
を
啓
発

し
て
い
き
た
い
。

③
不
法
投
棄
の
監
視
パ
ト
ロ

ー
ル
を
強
化
・
継
続
す
る
。

④
市
条
例
15
条
に
よ
り
罰
則

が
科
せ
ら
れ
て
い
る
。

⑤
3
R
活
動
を
積
極
的
に
働

き
か
け
て
い
く
。
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
発
生
を
抑

制
し
、
生
活
環
境
と
生
物
多

様
性
維
持
に
取
り
組
む
。

名
執
議
員　

①
窓
口
サ
ー
ビ

ス
の
基
本
は
。

②
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
は
。

③
お
く
や
み
専
用
コ
ー
ナ
ー

の
設
置
は
。

④
わ
た
し
の
終
活
登
録
の
ス

ス
メ
に
つ
い
て

市
民
課
長　

①
複
数
課
に
ま

た
が
る
届
出
等
は
ま
と
め
て

ご
案
内
し
、
待
ち
時
間
短
縮

に
努
め
て
い
る
。

②
窓
口
課
の
担
当
が
幅
広
い

業
務
を
受
け
持
ち
、
可
能
な

限
り
来
庁
者
の
負
担
が
な
い

よ
う
対
応
し
て
い
る
。

③
検
討
し
て
い
な
い
が
、
市

民
部
門
を
市
民
窓
口
エ
リ
ア

と
し
「
待
た
せ
な
い
、
親
切

に
」
を
念
頭
に
サ
ー
ビ
ス
の

質
的
向
上
に
努
め
る
。

④
先
進
事
例
を
参
考
に
検
討

し
、
事
業
を
進
め
て
い
く
。

田
中
議
員　

期
日
前
投
票
宣

誓
書
の
新
方
式
の
導
入
は
。

総
務
課
長　

入
場
券
の
裏
面

に
自
宅
で
記
入
す
る
方
式
を
、

今
夏
の
参
議
院
選
挙
か
ら
導

入
を
検
討
し
て
い
く
。

田
中
議
員　

①
高
齢
者
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
。

②
認
知
症
支
援
の
具
体
策
は
。

介
護
高
齢
課
長　

①
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な

る
推
進
に
努
め
る
。

②
公
民
館
サ
ロ
ン
、
1
0
0

歳
体
操
、
ふ
れ
あ
い
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
、
健
康
ま
な
び
や
等
、

事
業
の
推
進
・
支
援
を
行
っ

て
い
く
。

田
中
議
員　

①
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
市
民
の
声
に
、
ど
う
取
り

組
む
の
か
。

②
中
央
市
農
業
の
展
望
は
。

市
長　

①
観
光
と
農
業
の
マ

ッ
チ
ン
グ
や
、
農
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
対
し
、
多
角
的

な
視
点
か
ら
意
見
が
出
た
。

商
工
会
等
と
連
携
し
検
討
を

進
め
る
。

②
県
や
J
A
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
強
化
し
、
多
角
的

に
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
関
連
質
問
】

▼
名
執
義
髙
議
員

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
よ
う
す
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不断の見直しが必要

住民主導の災害対策は

新海　一芳 議員

新
海
議
員　

①
防
災
に
対
す

る
市
長
の
姿
勢
は
。

②
住
民
と
行
政
協
働
の
災
害

対
策
は
。

③
防
災
に
お
け
る
関
係
機
関

と
の
連
携
は
。

市
長　

①
「
1
人
の
命
も
失

っ
て
ほ
し
く
な
い
」
と
願
い
、

防
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
不
断
の
見
直
し
と
対
応

が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

危
機
管
理
課
長　

②
防
災
リ

ー
ダ
ー
講
習
の
充
実
を
図
る
。

市
の
職
員
を
地
区
防
災
担
当

に
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

江
間
議
員　

①
豊
富
支
所
機

能
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
生

じ
な
い
の
か
。

②
新
庁
舎
を
利
用
す
る
場
合
、

遠
方
の
豊
富
地
区
に
対
す
る

考
え
は
。

③
豊
富
中
央
公
民
館
は
。

政
策
秘
書
課
長　

①
各
種
申

請
の
受
付
な
ど
現
行
業
務
を

引
き
続
き
取
り
扱
う
こ
と
が

原
則
。
た
だ
し
戸
籍
の
届
出
、

転
入
転
出
な
ど
の
手
続
き
は

支
所
で
は
扱
え
な
い
。
支
所

と
な
る
5
月
以
降
も
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
は
低
下
さ
せ
な
い
。

②
田
富
玉
穂
大
津
線
が
開
通

す
る
と
、
田
富
庁
舎
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
向
上
し
、
利
便
度

が
さ
ら
に
図
ら
れ
る
。
今
後

と
ま
チ
ュ
ウ
バ
ス
の
路
線
図

お
よ
び
利
用
料
金
の
軽
減
に

つ
い
て
検
証
し
、
見
直
し
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

③
利
用
者
の
意
見
を
十
分
反

映
さ
せ
、
旧
公
民
館
を
豊
富

庁
舎
の
2
階
に
、
改
築
移
転

さ
せ
た
経
緯
が
あ
る
。
公
民

館
の
機
能
に
つ
い
て
も
設
備

の
設
置
に
不
備
は
な
い
と
思

わ
れ
る
た
め
、
整
備
は
完
了

し
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
名
執
義
髙
議
員

▼
小
池
満
男
議
員

い
。

③
山
梨
・
静
岡
県
の
沿
川
自

治
体
で
構
成
す
る
「
富
士
川

流
域
に
お
け
る
減
災
対
策
協

議
会
」
の
取
り
組
み
を
発
展

さ
せ
、
広
域
避
難
計
画
の
早

期
策
定
を
働
き
か
け
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
名
執
義
髙
議
員

議
員

江
間　

政
雄

現
行
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持

豊
富
庁
舎
と
中
央
公
民
館
は

自治会による防災ワークショップ

豊富中央公民館機能を持つ豊富庁舎
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厳しさを増している

市の財政は

小池　章治 議員

議
員

山
本　

六
男

今
後
の
動
向
を
注
視

リ
ニ
ア
を
見
据
え
た
取
り
組
み
は

小
池
議
員　

①
現
在
の
財
政

状
況
は
。

②
今
後
の
財
政
見
通
し
は
。

③
31
年
度
予
定
の
未
計
上
事

業
と
見
込
み
額
は
。

④
中
長
期
財
政
計
画
の
策
定

は
。

⑤
財
政
運
営
に
関
す
る
条
例

制
定
は
。

財
政
課
長　

①
29
年
度
か
ら

庁
舎
整
備
な
ど
大
型
事
業
が

本
格
化
し
、
財
政
状
況
は
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
。

②
今
後
も
し
ば
ら
く
は
、
財

政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
に

頼
る
財
政
運
営
が
続
く
見
通

し
。

③
豊
富
小
学
校
外
構
改
修

3
5
0
万
円
、
田
富
北
小
学

校
新
校
舎
実
施
設
計
6
、

0
7
0
万
円
、
同
小
新
築
工

事
7
億
8
千
万
円
、
同
工
事

施
工
監
理
2
、
2
3
0
万
円
、

市
民
体
育
館
実
施
設
計
2
、

9
0
0
万
円
。
内
容
の
精
査

と
財
源
の
確
保
を
見
込
み
、

補
正
予
算
で
対
応
の
予
定
。

④
持
続
可
能
な
安
定
し
た
財

政
運
営
と
透
明
化
の
た
め
に

検
討
す
る
。

⑤
他
市
の
事
例
な
ど
を
調
査

研
究
し
検
討
し
た
い
。

山
本
議
員　

①
新
知
事
の

「
限
り
な
く
一
か
ら
見
直

す
」
と
い
う
発
言
報
道
に
つ

い
て
。
市
の
対
応
は
。

②
国
際
展
示
場
誘
致
の
考
え

に
変
わ
り
は
な
い
か
。

③
20
〜
30
年
先
を
見
据
え
た

市
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

市
長　

①
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整

備
計
画
が
ど
の
よ
う
に
見
直

さ
れ
る
か
注
視
し
て
い
る
。

本
市
に
と
っ
て
、
よ
り
良
い

方
向
へ
の
見
直
し
と
な
っ
た

場
合
、
積
極
的
に
協
力
し
た

い
。

②
市
内
に
誘
致
で
き
な
い
か

検
討
し
、
県
・
甲
府
市
に
も

支
援
要
請
し
た
。
現
在
も
考

え
に
変
わ
り
は
な
い
。

③
中
央
市
長
期
総
合
計
画
を

策
定
、
現
在
、
30
年
度
か
ら

の
10
年
間
を
期
間
と
す
る

「
第
2
次
計
画
」
の
期
間
中
。

27
年
度
策
定
の
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
ビ
ジ
ョ

ン
」
で
は
、
2
0
6
0
年
ま

で
の
人
口
推
計
を
行
い
、
2

万
8
千
人
の
人
口
が
維
持
で

き
る
よ
う
、
当
面
す
る
5
年

間
に
何
を
な
す
べ
き
か
明
確

に
し
て
取
り
組
む
。

【
関
連
質
問
】

▼
名
執
義
髙
議
員

小
池
議
員　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
の
必
要
化
に
つ
い
て
。

教
育
長　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

理
解
し
、
活
用
し
て
い
く
力

を
身
に
付
け
る
こ
と
は
極
め

て
重
要
な
こ
と
と
考
え
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
教
科
・
学
年
・

単
元
で
取
り
入
れ
、
積
極
的

に
取
り
組
む
よ
う
検
討
し
て

い
る
。

小
池
議
員　

都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
と

見
通
し
に
つ
い
て
。

都
市
計
画
課
長　

21
年
度
に

策
定
さ
れ
た
計
画
を
本
市
を

取
り
巻
く
変
化
に
対
応
す
べ

く
見
直
し
作
業
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
、
見
直
し
内
容
を

広
く
周
知
し
、
計
画
を
策
定

し
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

▼
金
丸
俊
明
議
員

▼
名
執
義
髙
議
員

中学校のコンピュータルーム

ど
う
な
る
リ
ニ
ア
駅
？
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充実に努める

災害時の備蓄は

田中　輝美 議員

田
中
議
員　

①
液
体
ミ
ル
ク

を
備
蓄
品
に
加
え
る
考
え
は
。

②
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
の
備

蓄
や
災
害
時
に
調
達
で
き
る

体
制
状
況
は
。

③
段
ボ
ー
ル
簡
易
ベ
ッ
ド
の

災
害
協
定
に
つ
い
て
。

危
機
管
理
課
長　

①
普
及
が

進
ん
で
い
な
い
こ
と
、
賞
味

期
限
が
1
年
以
内
で
あ
る
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、
備
蓄
品

と
し
て
の
導
入
は
難
し
い
。

②
5
年
保
存
年
限
の
ア
ル
フ

ァ
米
を
約
8
万
食
備
蓄
。

③
重
要
な
課
題
。
事
業
者
と

協
議
し
て
い
く
。

木
下
議
員　

①
就
学
援
助
の

充
実
は
。

②
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化

の
拡
大
は
。

教
育
長　

①
32
年
度
か
ら
の
、

新
入
学
児
童
生
徒
用
品
費
の

引
き
上
げ
と
入
学
前
支
給
を

検
討
し
て
い
る
。

市
長　

②
年
齢
拡
大
は
、
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

木
下
議
員　

①
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靭
化
の
3
カ
年
緊
急

対
策
の
活
用
は
。

②
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
確
保

は
。

危
機
管
理
課
長　

①
詳
細
が

示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
現

時
点
で
の
事
業
は
な
い
。

建
設
課
長　

②
要
綱
を
制
定

し
、
31
年
度
か
ら
、
対
象
箇

所
の
一
部
補
助
を
実
施
す
る
。

木
下
議
員　

①
消
費
税
増
税

に
つ
い
て
。

②
消
費
税
増
税
に
よ
る
歳
出

増
加
の
試
算
は
。

市
長　

①
社
会
保
障
財
源
確

保
と
財
政
健
全
化
が
目
的
。

経
済
政
策
の
動
向
に
注
視
し

対
応
し
て
い
く
。

財
政
課
長　

②
31
年
度
一
般

会
計
へ
の
影
響
額
は
、
7
千

万
円
。
特
別
8
会
計
の
合
計

で
約
1
千
万
円
と
試
算
し
て

い
る
。

田
中
議
員　

①
風
疹
の
予
防

接
種
に
つ
い
て
、
環
境
整
備

と
受
診
を
促
す
工
夫
は
。

②
妊
娠
希
望
の
女
性
へ
の
接

種
は
。

健
康
推
進
課
長　

①
働
き
盛

り
の
男
性
が
受
診
し
や
す
い

環
境
整
備
と
周
知
に
努
め
る
。

②
県
が
無
料
の
抗
体
検
査
を

実
施
し
て
い
る
が
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
対
し
て
、
市
の
助

成
は
考
え
て
い
な
い
。補助の対象となり得るブロック塀 議

員

木
下　

友
貴

対
策
に
努
め
る

子
育
て
支
援
は

発売された液体ミルク
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総
務
教
育
常
任
委
員
会

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
等

設
置
条
例
の
制
定

〈
教
育
総
務
課
〉

問　

当
事
者
等
へ
の
聴
き
取
り
は

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答　

ま
ず
は
学
校
が
当
事
者
や
保

護
者
等
か
ら
聴
き
取
る
こ
と
が
第

一
。
そ
の
中
で
学
校
が
重
大
と
判

断
し
た
場
合
は
教
育
委
員
会
へ
報

告
が
入
り
、
附
属
機
関
で
あ
る
専

門
委
員
会
で
も
当
事
者
、
保
護
者

等
へ
の
聴
き
取
り
を
行
い
、
最
終

的
に
市
長
の
附
属
機
関
で
あ
る
い

じ
め
問
題
調
査
委
員
会
が
設
置
さ

れ
た
際
も
、
改
め
て
当
事
者
や
保

護
者
等
へ
の
聴
き
取
り
を
行
う
。

　

い
じ
め
問
題
は
広
範
な
た
め
、

ケ
ー
ス
に
応
じ
た
対
応
が
必
須
と

考
え
る
。

問　

い
じ
め
の
認
知
な
ど
初
期
対

応
が
重
要
と
考
え
る
。
い
じ
め
問

題
対
策
連
絡
協
議
会
で
適
切
な
初

期
対
応
を
行
う
た
め
、
専
門
家
・

経
験
者
等
を
委
員
構
成
と
す
る
の

か
。

答　

委
員
構
成
に
つ
い
て
は
、
ケ

ー
ス
に
応
じ
て
多
様
な
場
面
が
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
今
後
検
討
し

て
い
く
。

税
条
例
の
改
正

〈
税
務
課
〉

問　

固
定
資
産
税
前
納
報
奨
金
の

廃
止
に
つ
い
て
、
納
税
者
に
対
す

る
周
知
は
。

答　

平
成
32
年
度
か
ら
廃
止
の
た

め
、
今
後
広
報
や
H
P
等
で
周
知

を
徹
底
す
る
。
平
成
31
年
年
度
の

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
と
一
緒

に
周
知
文
を
同
封
す
る
予
定
。

問　

固
定
資
産
税
納
税
者
に
対
す

る
前
納
納
税
者
の
割
合
は
。

答　

平
成
30
年
度
は
法
人
10
％
、

個
人
47
％
、
計
57
％
。

厚
生
常
任
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算

〈
健
康
推
進
課
〉

問　

乳
幼
児
を
含
め
た
虐
待
な
ど

へ
の
未
然
防
止
策
は
。

答　

家
族
関
係
等
の
早
期
把
握
の

た
め
、
妊
娠
届
時
か
ら
聴
き
取
り

調
査
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。
産

婦
健
診
で
は
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

を
実
施
し
、
結
果
に
よ
り
医
療
機

関
か
ら
市
へ
連
絡
が
入
り
対
応
す

る
。
全
戸
へ
の
新
生
児
訪
問
も
実

施
。

問　

虐
待
な
ど
の
子
ど
も
を
取
り

巻
く
事
案
に
は
各
関
係
機
関
の
連

携
が
必
須
だ
が
、
現
状
は
。

答　

子
育
て
支
援
課
と
協
力
し
、

保
育
園
・
学
校
・
民
生
委
員
・
地

域
の
方
等
と
連
携
。
市
単
独
で
対

応
困
難
な
場
合
等
は
、
児
童
相
談

所
と
の
連
携
や
専
門
の
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
等
か
ら
の
助
言
も
受
け
対
応
。

問　

乳
児
健
診
に
参
加
し
な
い
方

へ
の
対
応
は
。

答　

連
絡
や
訪
問
を
は
じ
め
、
保

育
園
へ
の
通
園
照
会
等
を
行
い
、

状
況
確
認
や
保
護
者
へ
健
診
参
加

を
促
し
て
も
ら
う
な
ど
し
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正

〈
保
険
課
〉

問　

県
へ
の
納
付
金
が
市
町
村
毎

に
差
が
あ
る
理
由
は
。

答　

そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
金
額
、
医

療
費
等
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
算
出

し
て
い
る
た
め
。

問　

他
市
町
村
と
比
べ
県
へ
の
納

付
金
額
が
低
い
の
に
税
率
等
を
上

げ
る
理
由
は
。

答　

他
市
町
村
と
比
べ
保
険
税
率

等
が
低
く
、
ま
た
基
金
の
積
立
額

等
も
少
な
い
。
今
後
の
試
算
で
も

赤
字
が
見
込
ま
れ
、
提
案
に
至
っ

た
。

問　

市
民
に
対
し
て
の
丁
寧
な
説

明
が
必
要
だ
が
、
今
後
の
対
応
は
。

答　

広
報
等
で
丁
寧
な
説
明
、
周

知
等
に
努
め
る
。

い
じ
め
問
題
へ
の
適
切
な
対
策
に
つ
い
て

子
ど
も
を
取
り
巻
く
諸
問
題
へ
の
対
応
は
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産
業
土
木
常
任
委
員
会

移
住
定
住
・
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
の
実
績
は

一
般
会
計
補
正
予
算

〈
農
政
課
〉

問　

土
地
改
良
施
設
等
基
盤
整
備

事
業
の
減
額
理
由
は
。

答　

当
初
は
圃
場
整
備
を
予
定
し

て
い
た
が
、
地
権
者
の
同
意
が
得

ら
れ
ず
、
別
事
業
を
進
め
る
た
め
。

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動

内
容
等
は
。

答　

平
成
29
年
度
採
用
の
1
名
が

J
A
み
ら
い
に
支
援
を
受
け
就
労
。

現
在
、
田
富
・
玉
穂
地
区
で
水
稲

と
路
地
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
。

今
後
も
本
市
に
定
住
を
希
望
し
て

お
り
、
市
と
農
協
で
ど
の
よ
う
に

育
成
す
る
か
検
討
し
て
い
る
状
況
。

〈
商
工
観
光
課
〉

問　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

に
つ
い
て
詳
細
説
明
を
。

答　

消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
い
、

影
響
緩
和
と
地
域
に
お
け
る
消
費

喚
起
を
目
的
と
し
て
、
低
所
得
者

と
0
〜
2
歳
児
ま
で
の
子
育
て
世

帯
を
対
象
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
を
発
行
。
2
万
円
で
2
万
5

千
円
の
商
品
券
を
購
入
で
き
る
。

必
要
な
経
費
は
国
か
ら
全
額
補
助

さ
れ
る
。

問　

移
住
定
住
・
空
き
家
バ
ン
ク

事
業
に
つ
い
て
事
業
実
績
は
。

答　

空
き
家
利
用
希
望
者
は
29
名

だ
が
、
登
録
さ
れ
た
物
件
は
全
7

件
で
、
成
立
2
件
、
取
下
げ
2
件
、

現
在
登
録
物
件
3
件
。

問　

移
住
希
望
者
に
対
す
る
就
職

に
関
す
る
取
組
み
は
。

答　

本
年
3
月
に
は
東
京
で
市
単

独
で
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催

予
定
。
市
内
の
21
企
業
が
参
加
し
、

新
卒
者
・
一
般
の
就
職
希
望
者
が

対
象
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
商
工
会

と
も
連
携
し
て
就
職
面
談
を
行
い
、

本
市
や
市
内
企
業
を
P
R
で
き
る

機
会
と
も
捉
え
て
い
る
。

　改選に伴い、「庁舎統合に伴う施設の在り方検討特別委員会」と「リニア中央新幹線
対策特別委員会」が新たに設置されました。

　リニア中央新幹線対策特別委員会は第1回
会議を開催し、市当局から改めてリニアのルー
トや、事業の進捗状況、自治会毎の対応状況
についての説明を受けました。委員からは、ル
ートにかかる土地の残地問題や、移転補償問
題、更に騒音・日照問題について、市民に寄り
添った対応を求める声が挙がりました。今後も
これらの問題についてJR・国・県・市の各動向
を注視し、進捗状況等の報告をしてまいります。

井口　　貢委　員　長

全議員委　　員
笹本　　昇副委員長

　庁舎統合に伴う施設の在り方検討特別
委員会では、2月末に建築主体工事が完了
した増設庁舎の視察を行いました。

金丸　俊明委　員　長

全議員委　　員
薬袋　　正副委員長

新庁舎視察
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予
算
特
別
委
員
会

中
央
市
一
般
会
計
予
算

〈
政
策
秘
書
課
〉

問　

庁
舎
統
合
に
伴
う
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
向
け
た
対
応
は
。

答　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向

け
部
会
を
設
置
し
検
討
中
。
一
例

と
し
て
、
本
館
に
は
各
担
当
窓
口

に
番
号
発
券
機
を
設
置
予
定
。

問　

若
者
世
帯
定
住
奨
励
金
に
つ

い
て
説
明
を
。

答　

本
市
に
住
宅
取
得
し
定
住
す

る
方
を
対
象
と
し
た
奨
励
金
。
税

収
ア
ッ
プ
と
支
出
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
中
で
市
外
か
ら
の

転
入
者
へ
50
万
円
、
市
内
転
居
者

へ
25
万
円
と
設
定
し
、
各
20
件
を

見
込
ん
だ
1
、
5
0
0
万
円
を
計

上
し
た
。

〈
危
機
管
理
課
〉

問　

災
害
時
に
お
け
る
他
自
治
体

と
の
相
互
支
援
に
つ
い
て
、
本
市

の
考
え
は
。

答　

県
内
外
複
数
の
市
町
村
と
の

連
携
協
定
を
締
結
し
、
災
害
時
の

相
互
扶
助
に
つ
い
て
規
定
し
て
い

る
が
、
具
体
的
な
予
算
措
置
は
無

い
。
大
災
害
発
生
時
は
国
な
ど
か

ら
災
害
物
資
要
請
等
が
あ
り
、
消

費
期
限
が
近
づ
い
て
い
る
備
蓄
物

資
等
を
優
先
的
に
支
援
物
資
と
し

て
供
出
す
る
計
画
。

問　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
事
業

に
つ
い
て
、
配
布
方
法
は
。

答　

広
報
等
と
同
様
に
自
治
会
を

通
じ
て
全
戸
配
布
を
予
定
。
自
治

会
未
加
入
者
や
事
業
所
に
は
庁
舎

に
て
配
布
予
定
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
周
知
す
る
。

問　

緊
急
一
時
避
難
場
所
等
の
協

定
締
結
を
し
て
い
る
事
業
所
へ
は

説
明
等
も
兼
ね
て
出
向
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

答　

協
定
締
結
事
業
所
に
は
直
接

説
明
し
、
連
携
を
強
化
し
た
い
。

問　

臼
井
地
区
水
防
倉
庫
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

答　

現
状
は
活
用
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
協
議
の
上
、
解
体
を
考
え

て
い
る
。
水
防
資
機
材
は
リ
バ
ー

サ
イ
ド
地
区
の
防
災
公
園
・
防
災

会
館
に
備
蓄
。
新
た
な
防
災
公
園

に
も
整
備
を
予
定
し
て
い
る
備
蓄

倉
庫
へ
も
資
機
材
を
備
蓄
し
た
い
。

問　

災
害
時
の
備
え
と
し
て
備
蓄

食
の
状
況
は
。

答　

東
海
地
震
は
市
内
約
7
、

8
0
0
人
程
度
の
避
難
者
を
想
定

し
て
お
り
、
3
日
分
の
ア
ル
フ
ァ

米
約
8
万
食
と
水
を
確
保
し
て
い

る
。

〈
財
政
課
〉

問　

多
額
な
地
方
債
残
高
の
内
、

臨
時
財
政
対
策
債
残
高
が
約
71
億

円
と
い
う
状
況
か
ら
、
厳
し
い
財

政
状
況
が
う
か
が
え
る
。
今
後
の

財
政
運
営
は
。

答　

臨
時
財
政
対
策
債
は
、
地
方

交
付
税
不
足
分
を
国
と
地
方
の
折

半
で
起
債
す
る
も
の
。

　

全
額
交
付
税
措
置
さ
れ
る
が
、

予
算
上
は
地
方
債
と
し
て
計
上
。

地
方
財
政
の
健
全
化
が
進
ん
だ
と

い
う
判
断
か
ら
、
国
予
算
は
減
額

さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
減
少
が
想

定
さ
れ
る
が
、
本
市
で
は
臨
時
財

政
対
策
債
に
頼
ら
な
い
と
財
政
運

営
で
き
な
い
状
況
。

　

全
額
交
付
税
措
置
を
国
へ
要
望

す
る
と
と
も
に
、
各
起
債
の
適
切

な
償
還
計
画
に
よ
り
償
還
の
平
準

化
を
図
り
な
が
ら
財
政
健
全
化
に

努
め
る
。　

〈
リ
ニ
ア
交
通
政
策
課
〉

問　

交
通
弱
者
が
存
在
す
る
地
域

へ
の
対
応
は
。

答　

中
山
間
地
を
考
慮
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
豊
富
地
区
か

ら
の
買
い
物
・
通
院
等
を
一
つ
の

要
素
と
し
て
捉
え
運
行
し
て
い
る
。

現
在
様
々
な
検
討
が
さ
れ
て
い
る

中
、
県
に
よ
る
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
計
画
等
の
検
討
を
注
視
し

対
応
す
る
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

に
土
曜
日
運
行
を
追
加
し
た
経
緯

は
。

答　

乗
降
調
査
や
営
業
会
社
等
の

事
情
を
踏
ま
え
た
中
で
買
い
物
な

ど
の
外
出
が
し
や
す
い
時
間
帯
に

試
行
的
な
運
行
を
す
る
こ
と
と
し

た
。

〈
教
育
総
務
課
〉

問　

リ
ニ
ア
に
伴
う
学
校
移
転
経

費
は
J
R
東
海
か
ら
1
0
0
%
補

償
さ
れ
る
か
。

答　

仮
設
校
舎
は
1
0
0
%
補
償
。

校
舎
や
体
育
館
の
建
設
は
今
後
の

交
渉
に
よ
る
。

問　

学
校
給
食
に
つ
い
て
、
現
在

の
自
校
式
と
セ
ン
タ
ー
運
営
の
費

用
比
較
は
。

答　

今
後
の
人
件
費
上
昇
を
想
定

す
る
と
、
同
程
度
と
考
え
る
。

〈
環
境
課
〉

問　

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
に
つ

い
て
、
災
害
廃
棄
物
の
市
内
一
時

保
管
場
所
の
想
定
は
。

答　

避
難
者
に
迷
惑
の
か
か
ら
な

い
公
共
用
地
が
想
定
さ
れ
る
が
、

今
後
検
討
す
る
。

〈
福
祉
課
〉

問　

生
活
保
護
費
引
下
げ
に
よ
る

子
ど
も
の
い
る
世
帯
へ
の
影
響
は
。

答　

本
市
は
都
市
部
と
比
較
し
て
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宛　

先

予
算
特
別
委
員
会

等
級
地
も
低
く
、
影
響
は
あ
ま
り

な
い
。

〈
子
育
て
支
援
課
〉

問　

特
色
あ
る
保
育
園
事
業
の
実

施
評
価
は
。

答　

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
満

足
度
88
％
で
計
画
よ
り
も
低
い
評

価
で
あ
り
、
今
後
も
創
意
工
夫
に

努
め
る
。

問　

保
育
園
統
廃
合
に
つ
い
て
検

討
状
況
は
。

答　

昨
年
11
月
よ
り
検
討
委
員
会

を
設
置
。
結
論
は
市
長
へ
提
言
す

る
予
定
。

問　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
関
係

の
予
算
が
な
い
理
由
と
今
後
の
予

定
は
。

答　

市
の
大
型
事
業
が
重
な
り
予

算
計
上
を
見
送
っ
た
。
平
成
31
年

度
は
条
例
・
規
則
や
指
定
管
理
の

募
集
要
綱
、
運
用
基
準
等
を
整
備

す
る
。
2
0
2
0
年
度
に
実
施
設

計
、
2
0
2
2
年
度
か
ら
運
用
開

始
を
予
定
。

〈
農
政
課
〉

問　

宇
坪
川
改
修
工
事
の
進
捗
状

況
や
今
後
の
予
定
は
。

答　

難
工
事
で
周
辺
に
及
ぼ
す
影

響
は
大
き
い
が
、
事
故
や
苦
情
は

な
い
。
今
後
は
小
・
中
学
校
西
側

だ
が
、
地
籍
が
未
確
定
な
た
め
諸

条
件
の
確
定
後
に
進
め
る
こ
と
と

な
る
。

問　

市
独
自
の
農
業
後
継
者
や
担

い
手
支
援
施
策
は
。

答　

目
先
の
取
組
み
と
し
て
新
規

就
農
者
支
援
事
業
・
地
域
お
こ
し

協
力
隊
事
業
を
実
施
。
新
た
な
農

業
基
盤
の
創
設
に
よ
り
効
率
的
な

農
業
が
可
能
に
な
る
取
組
み
や
企

業
の
農
業
参
入
も
計
画
。
将
来
に

む
け
た
取
組
み
は
、
山
梨
大
学
と

協
調
し
海
洋
生
物
の
菌
を
使
っ
た

野
菜
作
り
を
研
究
。
数
十
年
後
の

安
心
安
全
な
無
農
薬
野
菜
に
向
け

取
組
ん
で
い
る
。
現
況
に
固
守
す

る
こ
と
な
く
、
地
域
の
農
業
者
・

農
業
団
体
か
ら
の
意
見
等
を
検
討

す
る
中
で
様
々
な
取
り
組
み
を
試

み
た
い
。

〈
商
工
観
光
課
〉

問　

中
央
市
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
に

つ
い
て
、
初
回
よ
り
予
算
が
減
額

さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

答　

出
店
料
の
確
保
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
掲
載
広
告
料
等
に
よ
り
収

入
増
加
を
図
っ
た
。
今
後
も
商
工

会
等
と
協
力
し
財
源
確
保
を
図
る
。

「笑顔」「笑顔」です！今年度のテーマは

奮ってご応募ください。
あなたの写真が表紙をいろどります
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　豊富地区で農業を始めて、今年で4回目のとうもろ
こし栽培となります。新規就農が続きにくいと言われる
現状で、私達夫婦が続けてこれたのは受け入れて
色 ア々ドバイスをくれた皆さんのおかげです。農業の
知識は皆無に等しかった私達が勝手に懐いて師匠
と呼んでも嫌な顔一つ見せず、こまめに世話を焼いて
下さるご夫婦をはじめ、「頑張っているから」と赤飯を
差し入れしてくれる方、農業について経験に基づく知
識を惜しまず教えてくれる方など、書き出したらキリが
ない程たくさんの人に支えられて毎日楽しく過ごして
います。
　とても住みやすいこの豊富地区、空き家が多い事
が気にかかっています。空き家を上手に活用して新し
い住民を呼び込み、その人達が農業に携わって堤防
沿いのとうもろこし畑ビニール全面復活！となれば本当
に嬉しいです。簡単な事ではないと承知していますが、
市全体の活性化に市民として期待します。
　今後も天気と戦いながら、夫婦力を合わせてのん
びりしっかり農業に励んで、豊富地区を盛り上げる力
の一つとなれるよう頑張ります。

　豊富地区で農業を始めて、今年で4回目のとうもろ
こし栽培となります。新規就農が続きにくいと言われる
現状で、私達夫婦が続けてこれたのは受け入れて
色 ア々ドバイスをくれた皆さんのおかげです。農業の
知識は皆無に等しかった私達が勝手に懐いて師匠
と呼んでも嫌な顔一つ見せず、こまめに世話を焼いて
下さるご夫婦をはじめ、「頑張っているから」と赤飯を
差し入れしてくれる方、農業について経験に基づく知
識を惜しまず教えてくれる方など、書き出したらキリが
ない程たくさんの人に支えられて毎日楽しく過ごして
います。
　とても住みやすいこの豊富地区、空き家が多い事
が気にかかっています。空き家を上手に活用して新し
い住民を呼び込み、その人達が農業に携わって堤防
沿いのとうもろこし畑ビニール全面復活！となれば本当
に嬉しいです。簡単な事ではないと承知していますが、
市全体の活性化に市民として期待します。
　今後も天気と戦いながら、夫婦力を合わせてのん
びりしっかり農業に励んで、豊富地区を盛り上げる力
の一つとなれるよう頑張ります。

　73歳。関心事は健康。心掛けているのは「少欲・多
動・安心」。
　必要以上の欲はかかない。上を見てもキリが無い。
暴飲暴食は厳禁。酒は1合、少食、良く噛んでゆっくり
食べる。不快感を与えない程度の身だしなみ。何事も
ほどほどが肝腎。
　次に、人は「動物」。動いていればこその人間だ。
心身は使えば使うほどよくなる。ラジオ体操、庭いじり、
ウォーキングにハイキング、自治会活動、日本語教室ボ
ランティア、郷土研究、読書…。「できることをできるだ
け」、心も身体もたっぷり使う。
　最後は「安心」。ゆったり風呂に浸かりぐっすり眠る。
悪いことは考えない。何とかなる。ストレスをためず心
安らかに。人は楽しいから笑うのだが、笑うから楽しく
なるものでもある。時々鏡の前で「ニッ」と笑う。ちょっと
気恥ずかしいが「まず笑ってみる」のも悪くない。
　ともあれ、明るく楽しく元気に。生かされていることに
感謝し、今を切に生きたい。

　73歳。関心事は健康。心掛けているのは「少欲・多
動・安心」。
　必要以上の欲はかかない。上を見てもキリが無い。
暴飲暴食は厳禁。酒は1合、少食、良く噛んでゆっくり
食べる。不快感を与えない程度の身だしなみ。何事も
ほどほどが肝腎。
　次に、人は「動物」。動いていればこその人間だ。
心身は使えば使うほどよくなる。ラジオ体操、庭いじり、
ウォーキングにハイキング、自治会活動、日本語教室ボ
ランティア、郷土研究、読書…。「できることをできるだ
け」、心も身体もたっぷり使う。
　最後は「安心」。ゆったり風呂に浸かりぐっすり眠る。
悪いことは考えない。何とかなる。ストレスをためず心
安らかに。人は楽しいから笑うのだが、笑うから楽しく
なるものでもある。時々鏡の前で「ニッ」と笑う。ちょっと
気恥ずかしいが「まず笑ってみる」のも悪くない。
　ともあれ、明るく楽しく元気に。生かされていることに
感謝し、今を切に生きたい。

編　集　後　記

　議会構成が変わって初の定例議会となりました。多
くの新人議員を迎え、より活発な議論が行われた議会
となりました。新たな視点も取り入れて、一層市民の皆
様のためになる議会に出来るよう、頑張ってまいりま
す。よろしくお願いします。
　いよいよこの5月から新庁舎の運用が開始されます。
市民の皆様に開かれた、使いやすい庁舎となるよう議
会としてもさまざまな議論や提言をしてきたところで
す。運用が開始されてからも、より市民のための庁舎
となるよう議論していきたいと考えています。また、引

き続き旧庁舎のリフォーム等の工事が行われます。庁
舎においでになる皆様にはご迷惑をおかけします。
　元号も変わり、国も市も大きく変わっていきます。そ
の変化が市民の皆様にとってよい変化となるよう議会
としても取り組んでまいります。　　　　［木下友貴］

大鳥居

近藤かおり

支えてくれる人々に感謝を込めて

新町第一

比志　　保

少欲、多動、安心
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